













夏 目 康 子
アメリカでは，19世紀半ばから20世紀初頭にかけて，歌詞や楽譜を印刷したシート・ミュージッ
ク（sheetmusic）と呼ばれるものが大量に出版された。音楽好きのアイルランド系移民の需要が
多かったので，アイルランドを題材にしたものが多く，アイリッシュ・ソング（Irishsong）やア
イリッシュ・バラッド（Irishbalad）とも呼ばれた。20世紀になると，ブロードウェイなどのミュー
ジカルで上演され，そこでヒットしたものは楽譜の形で売られることもあった。本稿では，このア
イリッシュ・ソングのうち，題材として祖国アイルランドのことを歌ったものをとりあげ，19世
紀の歌におけるアイルランド像と，20世紀の歌におけるアイルランド像を比較し，アイルランド
系アメリカ人における祖国の意味を探る。19世紀の歌のなかで描かれるのは，飢饉，強制立ち退
き，地主の横暴などで疲弊したアイルランドの姿である。それに対して，20世紀初頭の歌で描か
れるアイルランドの姿は，緑なす丘と谷，歌う川，居心地の良い家，優しい村人という光景である。
なぜ世紀をまたいでこのような変化が起こったのかを読み解くのが本稿の目的である。
一次資料としては，ジョンズ・ホプキンズ大学（JohnsHopkinsUniversity）が所蔵するリリー・
ライブラリー・コレクション（LilyLibraryColection），インディアナ大学（IndianaUniver-
sity）が所蔵するレヴィ・コレクション（LevyColection），ボストン・パブリック・ライブラリー
（BostonPublicLibrary）が所蔵するシート・ミュージックのコレクションを使用する。
この分野はまだ研究が少ない分野だが，アイリッシュ・ソングについて包括的にまとめたウィリ
アム・H・A・ウィリアムズ（WiliamH.A.Wiliams）の『それがただアイルランド人の夢だ』
・TwasOnlyanIrishman・sDream（1996）がある。また，歴史的にアイルランド人がアメリカに
同化していく過程を分析したものとして，ジェイ・P・ドーラン（JayP.Dolan）の『アイリッシュ・
アメリカン』TheIrishAmericans（2008）などの書がある。しかし，個々のテーマごとに歌を分
析したものは少ない（1）。本稿では，アイルランドを描写するキーワードがどのように歌に現れるか
に着目し，アイリッシュ・ソングにおけるアイルランド像の変遷に焦点をあてる。また，アイリッ
シュ・アメリカンにおけるアイルランド像の変遷の観点から，パレードなどで盛大に祝われるよう
になった3月17日のセント・パトリックズ・デイ（St.Patrick・sDay）の意味についても考察す
る。
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キーワード アイリッシュ・アメリカン，アイリッシュ・ソング，移民，天国，追放者
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1 19世紀のアイリッシュ・ソングにおけるアイルランド像
まず19世紀のアイルランド移民の歌を，それぞれの歌のキーワードから検討していく。19世紀
のアイリッシュ・ソングに歌われたアイルランド像は，大飢饉による飢餓と貧しさ，地主による横
暴，母国からの追放といった，深刻で生々しい状況を歌っているものがいくつかある。アメリカに
渡ってきてもなお，アイルランド人は母国の窮状を忘れることはなかった。歌には，祖国に置いて
きた父母，兄弟姉妹，そして美しい自然への思いが綴られることが多い。まず，19世紀半ばに出
版された歌を検討しよう。
 「美しいアイルランドから悲しくやってきた，あるいは，エメラルドの島からの移民」
（2）
・From LovelyErinSadIComeorTheEmigrantFrom theEmeraldIsle・byCharlesH.
Gerken,NewOrleans（1848）
FromlovelyErinsadIcome,
Acrosstherolingsea.
Instrangerlandtoseekahome,
Ahomeofliberty!
MygreenandflowrynativeIsle,
Thybloomislosttome!
Butwhereisnature・ssweetestsmile!
Where,butamongthefree!
Butwhereisnature・ssweetestsmile!
Where,butamongthefree!...（下線筆者）
この歌では，libertyや freeという「自由」がキーワードである。自分がなぜアイルランドから
アメリカにわたってきたのかが歌われている。自由を求めて大西洋の荒波を超え，アメリカに渡っ
てきたが，美しいアイルランドを愛する心は変わることがない。自由を求める心が熱く語られる。
自分がアイルランドで受けた心の傷を，自由の国アメリカが癒してくれることを切に願っているこ
とが歌われる。1848年にニューオーリンズで出版された。表紙には，一人の女性が噴水を前にし
て木の下でアイリッシュ・ハープを弾く姿が描かれている。楽譜と歌詞が3ページにわたってあり，
丁寧なつくりになっている。
 「バーニー，国へ帰っておいで！」
・Barney,ComeHome!・byW.Chambers,Philadelphia（1871）
Ihavejustgotaletterfrommydearoldmother,
Shewantsherdearboytocomehome;
ButthatIcan・tdodearmother,foryou,
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I・manExileandhereImustroam.
Shesaysherheart・sbreaking,andnoonetohelpher,
Thecotyouwereborninisnowalalone,
Yourfatherisdeadsothinkofmytrouble,
Barney,dearBarney,oh,wilyoucomehome?
Barney,comehome,sureitsaidintheletter,
IknowsheisoldandIcannotforgether,
I・manExilefromErininAmericaIroam,
WhenIrelandisfree,mother,
YourBarney・lcomehome....（下線筆者）
この歌ではExile「追放者」と「残してきた未亡人の母」がキーワードである。独立運動に関わっ
たために追放の身となりアメリカにやってきたバーニーが，故国の母から帰っておくれという手紙
を受け取る。母はイギリス女王の恩赦を希望し，息子の帰国を望む。父はすでに亡く，故国に残し
た母を気遣うが，バーニーは，「アイルランドの石の十字架の上に太陽が輝くまで 帰らない」と
決めている。つまりアイルランドがイギリスから正式に独立を果たすまでは故国には帰らないので
ある。独立運動のために故国を追放され，残してきた母を思う青年の姿が描かれた歌である。1871
年にフィラデルフィアで出版された。1枚のシートにタイトル，歌詞，出版社，出版地，作曲・作
詞者の名前が記されたシート・ミュージックであり，楽譜，絵は無い簡便なものである。作曲，作
詞をしたのは，BilyChambers（c1833～1879）である。・WordsandMusicbyWm.Chambers,
theIrishClown・と記され，自らを「アイルランドの道化」と自負している。
 「アイルランドよ 永遠に」
・ErinGoBragh・,Boston（19c後半）
TherecametothebeachapoorexileofErin,
Thedewonhisthinrobewasheavyandchil,
Forhiscountryhesigh・dwhenattwilightrepairing
Towanderalonebythewind-beatenhil.
Buttheday-starattractedhiseyesanddevotion,
ForitroseonhisownnativeIsleoftheocean;
Whereonceintheflowofhisyouthfulemotion.
Hesangtheboldanthemof・ErinGoBragh・.
・Osadismyfate!・saidtheheart-brokenstranger,
・Thewilddeerandwolftothecovertcanflee;
・ButIhavenorefugefromfamineanddanger,
・Ahomeandacountryremainnotforme.
・Ah!Neveragaininthegreenshadybowers,
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・Wheremyforefathersliv・dshalIspendthesweethours,
・Orcovermyharpwiththewildwovenflowers,
・Andstriketheboldnumbersof・ErinGoBragh・....（下線筆者）
タイトルにもなっているErinGoBraghとは，アイルランド語のEirinngoBrachを英語化し
たもので，IrelandForeverの意味である。この歌も「追放者」がテーマである。「野生の鹿や狼
は隠れ場に逃げられる／「だが私には飢饉や地主の横暴から逃れる避難所はない」と嘆く。アイル
ランドの飢饉や地主の横暴から逃れてきたという理由が述べられている。兄弟たちは，死んでしまっ
たか，自分を非難するかのどちらかで，二度と抱擁することはない。孤独な追放者の姿が浮かび上
がっている。「アイルランドよ 永遠に」の歌を奏で，せめて望郷の思いに浸ろうと嘆く。この歌
には，独立運動，追放，異国での孤独，望郷という，前出の番の歌と同様に，切実な要素が込め
られている。19世紀後半にボストンで出版された。1枚のシートに歌詞を収録し，楽譜や絵は無い
簡便な形のシート・ミュージックである。
 「私たちは貧しかったから」
・BecauseWeWerePoor・byC.R.Dockstader,NewYork（1878）
There・sadearspotinIreland
ThatIlongtosee
It・smyownnativebirthplace
Andit・sheaventome.
Shuremypoorwidowedmotherlivedtherealalone
Withmybrothersandsisters
T・wasabrighthappyhome.
Shurewehadn・tmuchmoney
Butmyownmotherdear,
Tomegaveherblessing,
Bademyheartbegoodcheer,
Thentheshadowofpoverty
Darkenedourdoor,
AndleftIrelandandmother,becausewewerepoor....（下線筆者）
この歌のキーワードは「未亡人の母」と「貧困」である。切々と，故国での幸せだったころを天
国だったと回想し，歌っている。しかしその愛する故郷を捨て，アメリカへ移民しなければなけれ
ばならなかった理由を，「貧困の影が我が家のドアを陰鬱にし／私は母を置いてアイルランドを去っ
た なぜなら私たちは貧しかったから」と明確に述べている。番の歌のように，この歌に登場す
る母は夫を失くしている。自分はもう二度と母にも兄弟姉妹にも会えないだろうと孤独の身を嘆く。
幸せだった日々との対比が切実である。1878年にニューヨークのブロードウェイのK.Dehnhoff
によって出版された。表紙は人物などの絵は無いものの，唐草模様が文字の周りを取り囲み，活字
も飾り文字などにするなど丁寧なつくりである。
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2 残してきたアイルランド
実際，移民せざるを得なかった19世紀のアイルランドの実情とはどのようなものだったのだろ
うか。『移民と追放者』（EmigrantsandExiles）の著者カービー・A・ミラー（KerbyA.Miler）
は，移民の時期を幾つかに区切っているが，大飢饉（TheGreatFamine）を境として，大飢饉前
の移民期を18151844年，大飢饉の移民期を18451855年，大飢饉後の移民期を18561921年と三
区分している。
1845年から1849年にかけてアイルランドを襲った，主食であるジャガイモのブライト病（the
potatoblight）による不作のため，人口800万人のうち多くの人々が飢餓のため次々と倒れていっ
た。100万人以上が飢餓と疫病で死亡したと言われている。飢餓と疫病から逃れるために，180万
人が北アメリカに移民した（Miler280）。大飢饉前の移民は，イギリスからの独立や，経済的な
上昇，機会と豊かさを求めてのものだったが，大飢饉時の移民の目的は，飢えで死なないため，生
きるためにアイルランドを脱することであった（Miler298）。
1850年代初頭までに飢餓と疫病は収束しつつあったものの，農民に対する強制立ち退（evic-
tion）は依然として大規模に続いていた（Miler299）。ジャガイモが不作のため借地代を払えな
い小作人に，地主が強制的に，しばしば警官を使って立ち退きを求めた。このように，19世紀半
ばのアイルランドには，食べるものがない，住むところがない，仕事がないといういくつもの要因
のために移民せざるをえない状況にある人々が多数存在したのである。
3 19世紀のアメリカにおけるアイリッシュ・アメリカン
19世紀に，棺桶船とも呼ばれた劣悪な環境の移民船に乗ってアメリカ東海岸を目指してやって
きた移民たちは，アイリッシュ・キャンプや アイリッシュ・アパートメントと呼ばれる共同住宅
に住み着いた。現在，ニューヨークのローワーイーストサイドのオーチャード・ストリートには当
時の移民たちが住んだテネメントハウスが保存され，ミュージアムとなっている。現地の説明書き
には，このテネメントハウスは1863年から64年の間に建てられたとある。採光も通風も悪い劣悪
な環境の中で，一部屋に家族で何人も住むという状況だった。
資金も技術も乏しい当時のアイリッシュ移民は，アメリカ社会では底賃金で過酷な労働に甘んじ
た。アイリッシュの男たちは運河建造，鉄道設置，ビル建設や，港湾労働などの力仕事に携わり，
女たちは家庭のメイドになるか，繊維工場などで働いた。しかし新しい環境に馴染めず，酒にれ
る者も多くいた。貧しさゆえの犯罪率も高かった。ニューヨークでは，1850年代，アイリッシュ
は，アメリカ人やドイツ系移民に比べると，犯罪率が5倍高かったという（Miler320）。
プロテスタントのアメリカ人からは，アイリッシュはカトリックであるという理由で排除された。
酒癖が悪い，粗暴，無知だと非難され，アメリカ人からはホワイト・ニグロと揶揄され，差別を受
けることもあった。アイリッシュに対する偏見から，ニューヨークやボストンなどの求人広告には
・NoIrishNeedApply・「アイルランド人の応募はお断り」という文言が見られることもあった。
おしなべて19世紀は，アイリッシュ・アメリカンにとって苦難の時代だった。そのようなアイリッ
シュの窮状が，歌には色濃く現れている。
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4 20世紀のアイリッシュ・ソングにおけるアイルランド像
20世紀のアイリッシュ・ソングに目を向けよう。20世紀になると，アイリッシュ・アメリカン
が祖国アイルランドを見る眼差しに変化が見られる。その理由として，アイルランドを実際に知っ
ている世代よりも，知らない世代が増えてきたということが第一に挙げられる。また，アイルラン
ド系アメリカ人たちが世代を重ねるうちに社会的に上昇し，豊かになっていったということが第二
に挙げられる。歌においては，父母や祖父母から聞いた理想郷的なアイルランドの情景への憧れが
描かれている。
 「天国のひとかけら，そう それをアイルランドと呼ぶ」
次は，1914年ニューヨークのM.Witmarkによって出版された「天国のひとかけら，そう そ
れをアイルランドと呼ぶ」である。故国アイルランドの描き方が以前と変化したことに注目しよう。
・ALittleBitofHeaven:ShureTheyCalItIreland・byJ.KeirnBrennan,NewYork（1914）
HaveyoueverheardthestoryofhowIrelandgotitsname?
I・ltelyousoyou・lunderstandfromwhenceoldIrelandcame;
Nowonderthatwe・reproudofthatdearlandacrossthesea,
Forhere・sthewaymedearoldmothertoldthetaletome:
Shure,alittlebitofHeavenfelfromouttheskyoneday,
Andnestledontheoceaninaspotsofaraway;
Andwhentheangelsfoundit,shureitlookedsosweetandfair,
Theysaid,・Supposeweleaveit,foritlookssopeacefulthere:・
Sotheysprinkleditwithstardustjusttomaketheshamrocksgrow,
・Tistheonlyplaceyou・lfindthem,nomatterwhereyougo;
Thentheydotteditwithsilver,tomakeitslakessogrand,
Andwhentheyhaditfinished,shuretheycaleditIreland.
・Tisadearoldlandoffairiesandofwond・rouswishingwels,
AndnowhereelseonGod・sgreenearthhavetheysuchlakesanddels!
NowonderthattheangelsloveditsShamrock-borderedshore,
・TisalittlebitofHeaven,andIloveitmoreandmore.（下線筆者）
表紙には，・TheHeartofPaddyWhack・という作品のなかでMr.ChaunceyOlcottによって
歌われたと記されている。チョーンシー・オルコットは，アイリッシュ系の歌手で，当時人気を博
し，数々のミュージカルに出演していた。この歌の作曲者はErnestR.Balで，他にも ・Mother
Machree・,・WhoKnows?・,・MyDear・,・WhenIrishEyesAreSmiling・など数々のアイリッシュ・
ソングを作曲した人物である。
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J.KeirnBrennanによる歌詞では，アイルランドという国の成立について，愛する母が語って
くれた神話的とも言える説明がなされている。ある日，空から天国のひとかけらが海のなかに落ち
てきて，それがアイルランドになり，天使たちがそこに星をまき，シャムロックになったと歌う。
アイルランドは，天使が賞賛するほど気持ちよく，美しく，平和な場所として描かれている。「こ
れが妖精と願いを叶える不思議の泉の愛しい国／神の地上の他のどこにもこんな湖と谷はありませ
ん！／天使たちが シャムロックが茂る岸辺を愛したのも不思議ではありません／天国のひとかけ
ら それが私にはますます愛おしい」と感傷的な歌詞が続く。この歌では，アイルランドを説明す
るのに，「天国」や「天使」が登場している。飢餓や貧困が歌われた19世紀の歌とはアイルランド
像がかなり変化していることがわかる。ここで歌われているのは，神話の世界のアイルランド，想
像上のアイルランドの姿である。
 「それがただアイルランド人の夢だ」
次は，1916年ニューヨークのW.Witmark&Sonsによって出版された「それがただアイルラ
ンド人の夢だ」である。これは，フレデリック・マッケイ演出の喜劇『ブロードウェイとバターミ
ルク』でアメリカの喜劇女優歌手ブランチ・リングによって歌われ，大ヒットした。表紙にはシャ
ムロック柄の帽子をかぶった女性の絵とともに，リングの写真も載っており，当時の人気の高さが
伺える。
・・TwasOnlyanIrishman・sDream・byJohnO・Brien&AlDubin,NewYork（1916）
SureyoushouldhaveseenthesceneIsaw,
・Twasjusttheothernight,
Oh,I・veneverseenthelikesofit,
・Twassuchapleasin・sight,
Iwashappyforamoment,
ButnowI・mfeelingblue,
ForwhatIsaw,I・lseenomore,
・Twastoogoodtobetrue.
SuretheshamrocksweregrowingonBroadway,
Ev・rygirlwasanIrishcoleen.
AndthetownofNewYorkwasthecountyofCork,
Althebuildingswerepaintedgreen,
SuretheHudsonlookedjustliketheShannon,
Oh,howgoodandhowrealitdidseem,
Icouldhearmothersingin・・ThesweetShandonbelsringin・,
・TwasonlyanIrishman・sdream.（下線筆者）
この歌のキーワードは「アイルランド人の夢」である。「シャムロックがブロードウェイに生い
茂り／行きかう女の子は皆アイルランド娘／ニューヨークの街はコーク州／建物は皆緑に塗られて
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いる／ハドソン川はシャノン川に見える／ああなんてすてきで なんて本物のように見えたか／母
が「優しいシャンドンの鐘が鳴る」を歌う声が聞こえた／それがただアイルランド人が見る夢だ」
と歌う。
シャムロックがニューヨークの真ん中に生い茂り，ニューヨークがアイルランドのコーク州にな
り，アメリカ娘がアイルランド娘に変わり，ハドソン川がシャノン川に変わる夢，自分たちが今い
るアメリカがアイルランドに変わってしまう夢。センチメンタルではあるが，故国アイルランドを
懐かしむ気持ちがれている。ただ，あくまでも自分がアイルランドに戻るという選択ではなく，
現時点で自分がいるニューヨークがアイルランドに変わればいいのにという願望であることに留意
する必要がある。懐かしいアイルランドではあるものの，今の生活を捨ててまで帰る心意気はなく，
そもそもアメリカがアイルランド化する夢など実現することがないのは了解している。もし本当に
ニューヨークがシャムロックの生い茂る野原になってしまったら困ってしまうのは自分であり，そ
のジレンマを抱えているからこそ，歌詞はよりセンチメンタルに響く。
 「アイルランドは天国に違いない，なぜなら母がそこからやってきたから」
・IrelandMustBeHeaven,ForMyMotherCamefrom There・byJoeMcCarthy,NewYork
（1916）
I・veoftenheardmydaddyspeakofIreland・slakesanddels,
TheplacemustbelikeHeaven,ifit・shalflikewhathetels;
There・srosesfairandshamrocksthere,andlaughingwatersflow,
IhaveneverseenthatIsleofGreen.
Butthere・sonethingsure,Iknow.
IrelandmustbeHeaven,foranangelcamefromthere,
Ineverknewalivingsoulonehalfassweetorfair,
Forhereyesarelikethestar-light,
Andthewhitecloudsmatchherhair,
SureIrelandmustbeHeaven,formymothercamefromthere.（下線筆者）
1916年にニューヨークのLeoFeistによって出版された歌である。この歌のキーワードは「父
母」と「天国」と「天使」である。父から聞いたという断り書きから始まるこの歌は，自分自身は
アイルランドを実際には知らないことを明示している。「そこには美しいバラにシャムロック そ
して笑いさざめく川が流れる／私はその緑の島を見たことがない／だがただひとつ確かなことは／
アイルランドは天国に違いない なぜなら一人の天使がそこからやってきたから」と歌う。
父の語るアイルランドは，美しいバラとシャムロックにれ，笑いさざめく川が流れ，さらに天
使のような母がそこからやってきたのだから天国のように違いないと確信する。この歌には，飢饉，
地主の横暴，未亡人の母といった過去の不幸の要素は存在しない。故国は天使が住む，天国のよう
な場所として描かれている。前出のの歌では，シャノン川，コーク州，アイルランド娘という実
在するものでアイルランドを描いていたのに対し，この歌ではHeavenやangelといった宗教的
な用語を繰り出してアイルランドを神話的な存在へと持ち上げている。表紙は，シャムロックやバ
ラとともに，海岸や古城に至る小道といった郷愁をそそるイコンに満ちている。
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 「わたしの欲しいものはすべてアイルランドにある」
・AlThatIWantIsInIreland・byJeffBranen,NewYork（1920）
I・moverhereandthey・reoverthere,
There・sawidestripofwaterbetweenthemandme
Butbe-dad.Icanswimitifputtothelimit
I・mgoin・togobacktomyhomeo・erthesea.
TheShamrocks,theShannon,theLakesofKilarney,
ThegreenrolinghilsandthevaleysbetweenIhadtoforsakethem,shureIcouldn・ttake
them
IleftthemalongwithmyIrishcoleen.
Thevoiceofmymotheriscalingmehomeward
AndIsighforapuffofmydaddiesdudeen
Shure・enalthatIhadandalthatIhave
AndalthatIwantisinIreland.（下線筆者）
この歌では，「母の声が私を家へと呼んでいる／父のパイプの煙がなつかしい／私が昔持ってい
たもの 私が今持っているもの／そして今欲しいもの それはすべてアイルランドにある」と歌わ
れる。アイルランドには過去，現在，未来にわたって自分の欲するものすべてが備わっている。つ
まり，自分がいるアメリカには「今」という時間しかないが，アイルランドは永遠だということで
ある。アイルランドには，父も母もアイルランド娘もいる。美しい湖，川，シャムロックもある。
それは自分が今いるアメリカには欠けているものだ。父は健在で，平和にパイプをくゆらしている。
この歌は，それまでに歌われたステレオタイプとしてのアイルランドを，永遠の時間軸の中に位置
付けている。しかし，そのすべてを備えた永遠のアイルランドという姿は，突き詰めれば，どこに
も「存在しない場」「失われた場」である。理想郷としてのアイルランドを描いた歌は，1920年代，
この歌において頂点を極めたように見える。
この歌は，1920年にニューヨークのA.J.StasnyMusicCo.によって出版された。歌詞はJeff
Branen,音楽はEvansLloydである。ニューヨークは劇場が立ち並ぶブロードウェイがあり，ミュー
ジカルが盛んな地である。アイルランド系の住民も多い。アイリッシュによる音楽が，20世紀初
頭に花開いた場所の一つである。
 「戻りたい，アイルランドは自由だ」
・IWanttoGoBack,IrelandIsFree・byA.SeymourBrown,NewYork（1922）
Igotaletteryesterday
Andyou・lbelievemewhenIsay
IneverknewhowhappyIcouldrealybe
AndsoIpack・dmylittlegrip
I・monmywaytotakeatrip
アイリッシュ・アメリカンの歌におけるアイルランドの表象
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MyheartisyearningandI・mreturning,
ToabitofHeaveno・erthesea.
IwanttogobackoncemoretothetownofBalymore
WherealthelittleShamrocksgrow
Toalthefolkswholovemeso
They・lbewaitin・atthestation,justtostartthecelebration.
There・lbeBag-pipes,Rag-pipesev・rykindofpipesa-playin・
TunesIlovesowel
Belsa-ringin・
MyDada-singin・
Skinamarinkaroodle,
SureI・mgoin・offmenoodle
Oh,themoon・sshiningbrightonKilarneytonight,
That・stheonespotonearthIlongtobe
I・mgoin・toseemydearoldMotherMachree
She・ldanceanIrishreelwithme,
SocomeonandjointheJubilee,
Adivila-timethere・sgoin・tobe.
Irelandisfree.Iwanttogo.
I・vebeenawayforquiteawhile
AndnowI・mgoin・backinstyle
I・mjustthefam・lyblacksheep
Ijusthadtoroam.
IknowyourmouthwouldwatertooformyoldMother・sIrishstew,
I・vegottogothereifImustrowthere,
Afteraltome
It・sHomeSweetHome.（下線筆者）
「私は小さな旅行を荷づくりして／旅に出た／私の心は恋い焦がれ 戻っていく／海を越え
天国のひとかけらへと」とあるように，この歌でも，番の歌のように，アイルランドは「天国の
ひとかけら」と表されている。「昨日1通の手紙を受け取った」と始まるが，この歌の出版年の前
年1921年に英国・アイルランド条約が締結され，1922年に条約が批准され，アイルランド南部26
州はアイルランド自由国となった。その後，憲法を制定し，国名をアイルランドにしたのが1937
年，アイルランド共和国として完全な独立国になったのは1947年である。これは，祖国の自由へ
の第一歩を反映した歌である。自由になったアイルランドに自分も戻りたいと歌う。シャムロック
が茂り，音楽が奏でられ，村人が歓迎してくれる。父もいる。19世紀の歌が未亡人である貧しい
母を歌っていたのとは対照的に，20世紀の天国のようなアイルランドを言祝ぐ歌で，父は不在で
はない。番の歌のように父がパイプをくゆらせたり，番の歌のように父が歌を歌ったりする情
景は，豊かさと平和の象徴である。
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しかし，戻りたいと願いながらアイリッシュ・アメリカンたちが実際にアイルランドに戻ったか
というと，それはまた別問題である。都会生活に慣れた若者が，単調な田園生活になじむことがで
きるかは疑問である。また，戻ったからといって，自分の望む仕事が見つかるとは限らない。歌で
は，あくまでも想像のアイルランド，理想的なアイルランドの姿を感傷的に歌っているにすぎない。
以上のように，19世紀の歌と20世紀の歌に歌われるアイルランド像にはかなり隔たりがあるこ
とがわかる。19世紀の歌は，自分たちが追放され，または見限ってきた故国の惨状を歌ったもの
が多かったが，20世紀の歌ではアイルランドは「天使」が住む「天国」のように理想化された姿
として描かれている。さらに，1922年の歌では，自由へ近づくアイルランドの姿を喜びに満ちて
歌っている。
ウィリアム・H・A・ウィリアムズは，このエデンの園のような神話的アイルランドは，「失わ
れた地」（the・lost・land）という事実で，さらに強化されたと述べる。この美しい地は，時間と
大西洋という距離によって，アイリッシュ・アメリカンにとって手の届かないものである。かくし
て，エメラルドの島は，郷愁に満ちた憧れの地としてあり続ける。アイルランドが故国ではないア
ングロサクソン系アメリカ人にとっても，これらの歌は郷愁を誘うものであった。そしてこのよう
な理想的な田園風景を描いてアメリカ人にアイルランドに好意を抱かせることが，結果的に，アイ
リッシュに対してアメリカ人を好意的にさせることにつながったとウィリアムズは指摘している
（231）。民族の文化のイメージが，民族のイメージ形成に関わるという指摘である。実際，1880年
代から1890年代に南ヨーロッパや東ヨーロッパから大量に押し寄せた移民に比べて，英語を話し，
英国領民であったアイリッシュはまだましだとアメリカ人が感じ始めたという指摘もある（Dolan
104）。アイリッシュに対するアメリカ人の見方の変化には，このような歌の後押しもあった。
5 20世紀初頭のアメリカにおけるアイリッシュ
20世紀初頭になると，アイルランド系アメリカ人の世代が交替し，教育を受け，労働者階級か
ら中産階級へ移っていく人々が増える。ジェイ・P・ドーランによると，アメリカ生まれの第二世
代は，アメリカ文化とアイルランド移民文化を両者とも吸収して育っていった。1900年までにア
メリカ生まれのアイリッシュは337万人となり，アメリカ国外生まれのアイリッシュ160万人を凌
駕する。ウースターでは，1910年の公立学校の教師の半数以上をアイリッシュの女性が占めたと
いう（93）。
世紀の変わり目になされたアメリカ全土の調査では，アメリカ生まれのアイリッシュ男性の4分
の1はホワイトカラー職に就き（多くが教師であった），アイリッシュ女性もメイド職につくもの
が減り，反対に，10人に1人が織物工場などの技術職についた（93）。アイリッシュ男性は警察官
や消防士になるものが多かった。ホワイトカラー職につくと，住む場所も中産階級の地域へと変わっ
た。かつての移民向けの地区は新しくやってきた南ヨーロッパや東ヨーロッパからの移民たちへ譲
り，アイリッシュは郊外の中産階級が住む地区へ移り住み，この新中産階級は「レース・カーテン・
アイリッシュ」（lace-curtain-Irish）と呼ばれた。
最も成功したアイリッシュの例として，ボストンのフィッツジェラルド家とケネディ家を挙げよ
う。ボストン市長となったジョン・フィッツジェラルド（JohnFitzgerald）（18631950）は，市
民からは，ハニー・フリッツと呼ばれた。娘のローズ（RoseFitzgerald）（18901995）はのちに
アイルランド系のジョゼフ・P・ケネディ（JosephP.Kennedy）（18881969）と結婚し，第35代
大統領となるジョン・F・ケネディ（JohnF.Kennedy）（191763）の母となった。ジョゼフ・P・
アイリッシュ・アメリカンの歌におけるアイルランドの表象
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ケネディは，駐英アメリカ大使も務め，階級の階段を駆け上がった人物である。
現在，アメリカ人のうち約4000万人，全人口の約12パーセントがアイルランド系であると言わ
れている。19世紀の求人広告で，・NoIrishNeedApply・とアイリッシュが排除された時代から，
アイリッシュに対する眼差しは大きく変わってきた。アイリッシュはアメリカ社会のなかで，マイ
ノリティからマジョリティへと一歩ずつ近づいていった。
6 セント・パトリックズ・デイと虚構の田園
3月17日のセント・パトリックズ・デイ（St.Patrick・sDay）のパレードは，1766年の軍事行
進に起源があると言われている。現在のような民間人のパレードになったのは，1919年のロード・
アイランドのプロヴィデンスのパレードである。第一次世界大戦中，プロヴィデンスのアイリッシュ
がアメリカへの愛国心を表明するとともに，アイリッシュとしての伝統を祝ってパレードを行った。
その後，次第に規模が大きくなり，アイリッシュ・アメリカンは，この日，アイルランド人として
の誇りを大体的に表明するようになった。毎年3月17日には，アメリカの多くの街で緑色の色が
あふれ，大通りでパレードが行われる。先ほど挙げた番の「それがただアイルランド人の夢だ」
という歌で，「シャムロックがブロードウェイに生い茂り／行きかう女の子は 皆アイルランド娘
／ニューヨークの街は コーク州／建物は皆 緑に塗られている／ハドソン川はシャノン川に見え
る」と歌われた光景が，まさに現代のニューヨークなどの都市に出現したと言える。移民がかつて
夢見たことが，一年に一度，セント・パトリックズ・デイに実現したことになる。
ニューヨークの五番街にそびえる壮麗なカトリック教会であるセント・パトリック大聖堂は，ニュー
ヨークに豊かに実ったアイルランドの象徴である。この教会の建立には数多くの成功したアイリッ
シュが関わった。また成功したアイリッシュの結婚式や葬儀なども執り行われた。ジョン・F・ケ
ネディの弟ロバート・ケネディ（RobertKennedy）（192568）も兄と同じく暗殺されたが，その
葬儀もここで行われ，大勢の弔問者を迎えた。
現在，セント・パトリックズ・デイはニューヨークだけでなく，アメリカ各地の都市や世界各地
の都市で祝われている。近年，日本の原宿でも3月17日には緑色がれる。アイリッシュが心情
的にも，公道と言うオープンの場においても，最もマジョリティに近づくのがこの日かもしれない。
最後に，アイリッシュ・ソングにおけるアイルランド像についてまとめよう。20世紀初頭の歌
では，アイルランドは，緑なす丘と谷，歌う川，居心地の良い家，優しい村人という光景が描かれ
る。それは，19世紀の歌のなかで描かれた飢饉，強制立ち退き，地主の横暴などで疲弊したアイ
ルランドとは異なる，天国のような平和な理想的な田園風景である。この変化は，貧しいアイリッ
シュ移民が豊かなアメリカ人となっていった変化と呼応している。しかしこれはあくまでも想像上
のアイルランドの姿であることを念頭におく必要がある。故国アイルランドに憧れ，戻りたいと歌
いながら，実際に故国に戻るアイリッシュ・アメリカンは少数だった。
20世紀半ばのアイリッシュも同じ状況にある。自伝や文学作品に描かれたアイリッシュに目を
転じると，フランク・マコート（FrankMcCourt）の自伝『アンジェラの祈り』（・Tis:AMemoir）
（1999）の主人公フランクは，1949年，19歳で単身ニューヨークに移民した当初苦労を重ねるが，
アメリカで高校教師として生計を立て，生きていくことを選択する。その10年後に出版された，
1950年代のアイリッシュ・アメリカンを描いたコルム・トビーン（ColmToibn）の小説『ブルッ
クリン』（Brooklyn）（2009）の主人公アイリーシュは，移民先のブルックリンからアイルランド
の故郷の母の元へ戻り，故郷で新たな人間関係が生まれ，残ることを夢見る。しかし，アイリーシュ
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は残りたくても，母を残してアメリカに戻らざるをえない状況に追い込まれてしまう。その追い込
まれる状況には，遠いようでいて実は両国に存在する緊密な人間関係が絡んでくるのだが，本旨か
ら外れるので，ここでは触れない。いずれにせよ，両主人公ともアメリカに骨を埋めるアイリッシュ
の一人となることを選んでいる。
時代順に9つの歌を検討したが，19世紀から20世紀初頭のアイリッシュ・ソングについてまと
めよう。貧しい移民として移住してからリスペクタブルな市民になるまでの数世代という時間軸と，
アメリカとアイルランドを隔てる大西洋を挟んでの空間軸という，時間と空間における二重の距離
感が，虚構の理想郷を生み出すことをより可能にしたと言える。アメリカ人の家庭にアイルランド
の田園風景の絵が飾られることがあるほど，アイリッシュ自身だけでなくアメリカ人をも魅了する
祖国としてのアイルランド像の虚構化が，以上紹介したポピュラーなアイリッシュ・ソングによっ
て強化されたのである。
以上のように，人々に親しまれたアイリッシュ・ソングは，時代の流れのなかでのアイルランド
系アメリカ人の心象風景と願望をわかりやすいかたちで映し出し，かつ，アイリッシュの民族イメー
ジの形成にも関わった。このような役割を果たしたアイリッシュ・ソングだったが，独立に近づい
たアイルランドを歌ったあと，アイリッシュ・ソングは1920年代以降，出版数が急速に減ってい
き，大衆文化の主役の座を，ミュージカルや映画に譲ることになる。
（1） アイリッシュ・ソングにおけるシャムロックの表象については，夏目博明「アイリッシュ・アメリカ
ンのステレオタイプ シャムロック編」『青山スタンダード論集』第5号（青山学院大学，2010年1
月16日），アイリッシュ・ローズの表象については，夏目康子「アイリッシュ・アメリカンの歌におけ
るバラの表象」『アイリッシュ・アメリカンの文化を読む』（水声社，2016年7月）で論じている。
（2） 歌の番号は，章にかかわらず，通し番号で記す。なお，歌の引用は途中までのものもある。
使用したIrishSongのText
（1） ・FromLovelyErinSadIComeorTheEmigrantFromtheEmeraldIsle・ComposedandDedi-
catedtotheFriendsofIrelandbyCharlesH.Gerken,Baltimorepubl.byF.D.Benteen,Wm T.
Mayo,NewOrleans,1848.
（2） ・Barney,ComeHome!・WordsandMusicbyWm.Chambers,theIrishClown.A.W.Auner・s,
CardandJobPrintingRooms,TenthandRaceSts.,Philadelphia,Pa,1871.
（3） ・ErinGoBragh,LandofSweetErin&ComerestinthisBosom・,Sold,wholesaleandretail,by
L.Deming,No.62,HanoverStreet,2ddoorfromFriendSt.,Boston,19c.
（4） ・BecauseWeWerePoor:Song&Chorus・Words&MusicbyC.R.Dockstader,PublishedbyK.
Dehnhoff,767769Broadway,NewYork.WileyB.Alen,MusicStore,211FirstSt.PortlandOr,
1878.
（5） ・ALittleBitofHeaven:ShureTheyCalItIreland（HowIrelandGotIt・sName,Song）・Sungby
ChaunceyOlcottinTheHeartofPaddyWhack,LyricbyJ.KeirnBrennan,MusicbyErnestR.
Bal,M.Witmark&Sons,NewYork,Chicago,London,1914.
（6） ・・TwasOnlyanIrishman・sDream・SungwithGreatSuccessByAmerican・sForemostSinging
ComedienneBlancheRing,InFredericMcKay・sProduction・BroadwayandButtermilk・ANew
ComedywithSongsandGirlsbyWilwardMack.WordsbyJohnJ.O・BrienandAlDubin,Music
byRennieCormack,W.Witmark&Sons,NewYork,Chicago,London,1916.
（7） ・IrelandMustBeHeaven,ForMyMotherCamefrom There・byJoeMcCarthy,Howard
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JohnsonandFredFischer,LeoFeist,NewYork,1916.
（8） ・AlThatIHadandAlthatIHaveandAlthatIWantIsInIreland・WordsbyJeffBranen,
MusicbyEvansLloyd,A.J.StasnyMusicCo.,56W.45thSt.,NewYork,1920.
（9） ・IWanttoGoBack,IrelandIsFree・MusicbyAlbertVonTilzer,WordsbyA.SeymourBrown,
A.V.T.MusicPub.Co.,AlbertVonTilzer,Broadway,NewYork,1922.
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McCourt,Frank.・Tis:AMemoir.NewYork:Simon&Schuster,1999.土屋政雄訳『アンジェラの祈
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Wiliams,H.A.Wiliam.・TwasOnlyanIrishman・sDream.Urbana:U.ofIlinoisP.,1996.
ミラー，カービー。ポール・ワグナー著，茂木健訳『アイルランドからアメリカへ 700万アイルランド
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引用・参考文献
Agreatdealofsheetmusic,thatislyricsandscoresofpopularsongs,werepublished
fromthe19thcenturytotheearly20thcenturyinAmerica.Asdemandfrommusic-loving
IrishAmericanswasconsiderable,thethemesofthissheetmusicwereoftenaboutIreland,
andthesongswerealsocaledIrishSongs,orIrishBalads.InthispaperIrishSongswhich
takeIrelandastheircentralthemewilbeexaminedfrom theviewpointofhowIrelandis
depicted.Firstly,thedescriptionofthehomecountryforIrishAmericansinthe19thand
20thcenturiesinIrishSongswilbeexamined.ThenthechangeofimageofIrelandforthem
wilbeexamined.
Insomesongsofthe19thcentury,seriousandterribleconditionsofIrelandarede-
scribed;suchashungerandpovertyowingtotheGreatFamine（184549）,violenceand
evictionbylandlords,sorrowsofseparatedfamilies,andexilefromthehomecountry.Even
afterarrivinginAmerica,theIrishcouldnotforgetthewretchedconditionsofIreland.In
thesongslovefortheirfatherandmotherandsiblings,andlongingforthebeautifulnature
oftheirhomelandweretold.Insuchcasesmothersareoftenwidows,verylonelyandpoor
andhelpless.
Inthesongsoftheearly20thcentury,ontheotherhand,Irelandisdescribedasan
idealizedcountry,sometimesjustlikeasapieceofHeaven.Irelandisdescribedasa
beautiful-naturedcountrywithkindandwarm-heartedfolks,needlesstosaywithacher-
ishedfather,motherandsiblings.ThechangeoftheimageofIrelandstemmedfrom the
changeofgenerationofIrishAmericansinAmerica.Attheturningpointofthecentury,the
newgenerationofIrishAmericanswasnotsopoorasformergenerations.Inaddition,the
newgenerationdidnotknowsomuchaboutIreland.TheyhadmerelyheardofIrelandfrom
theirparentsorgrandparents.ForthemIrelandwasoftenidealizedinthesongs.
Insomesongsofthe20thcentury,IrelandistheplacetoreturnbacktofromAmerica.
AcriticpointedoutthatthisidealizedandmythicalIrelandwasreinforcedbythefactthat
itwasalreadythe・lost・land,whichincludedrecognitionofitsdistancefrom America.
Moreover,thisidealizedrurallandscapewasattractivetoAmericansaswel,whichim-
provedtheimageoftheIrish,whichhadbeenharshinthepreviouscentury,includingthe
アイリッシュ・アメリカンの歌におけるアイルランドの表象
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racialepithetofthe・WhiteNegro・,theimageofdespisedIrishAmericans.
Intheearly20thcenturythenewgeneration,benefitingfromeducation,movedtothe
middleclassfromthelowerclass.ThewhitecolarIrishmovedfromthedistrictsinhabited
bypoorerimmigrantstothemiddleclasssuburbs.
Todaytherearearound40milionpeoplewithIrishancestryinAmerica,thatis12per-
centofthetotalpopulation.ThestatusoftheIrishhasgreatlyimprovedfromthatofformer
days,whenthephrase・NoIrishNeedApply・wassometimesfoundinthehelp-wantedadver-
tisements.
Thus,IrishSongsrepresentedIrishAmericans・heartanddesiresinaclearwayinthe
19thand20thcenturies.Afterthe1920s,however,thenumberofsheetmusicpublications
begantodecrease.IrishSongslosttheirpopularitytomusicalsandmovies,thenewtrend
inpopularcultureinAmerica.
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